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今月のトピック 

・平成 29 年度治山・林道工事コンクール
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３
月
１
日
、
北
海
道
森
林

管
理
局
に
お
い
て
「
平
成
2９

年
度
治
山
・
林
道
工
事
コ
ン

ク
ー
ル
表
彰
式
」
を
行
い
ま

し
た
。

前
年
度
に
完
成
し
た
工
事

を
対
象
と
し
て
構
造
物
の
仕

上
が
り
状
況
、
施
工
管
理
、

安
全
管
理
等
を
総
合
的
に
評

価
し
、
優
れ
た
工
事
を
表
彰

す
る
も
の
で
、
施
工
技
術
の

向
上
に
つ
い
て
関
係
者
の
意

欲
高
揚
・
技
術
の
研
鑽
を
図

る
た
め
毎
年
開
催
し
て
い
ま

す
。本

年
度
の
審
査
対
象
件
数

つ
い
て
は
治
山
工
事
5０

件
、

林
道
工
事
3７

件
の
工
事
を
審

査
対
象
と
し
て
、
審
査
を
行

っ
た
結
果
、
僅
差
で
し
た
が

現
地
に
応
じ
た
工
種
の
工

夫
・
仕
上
が
り
の
良
さ
な
ど

品
質
確
保
・
自
然
環
境
へ
の

配
慮
な
ど
に
努
め
た
こ
と
を

評
価
し
、
優
秀
工
事
と
し
て

林
野
庁
長
官
賞
７
件
、
優
良

工
事
と
し
て
北
海
道
森
林
管

理
局
長
賞

1０

件
の
特
に
優
れ

た
工
事
を
表
彰
し
ま
し
た
。

ま
た
、
林
野
庁
長
官
賞
を

受
賞
し
た
工
事
を
担
当
し
た

主
任(

監
理)

技
術
者
・
現
場
代

理
人
及
び
監
督
職
員
へ
北
海

道
森
林
管
理
局
長
賞
を
授
与

し
ま
し
た
。

な
お
、
林
野
庁
長
官
賞
の

表
彰
式
は
２
月
21

日
に
林
野

庁
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
治
山
課
・
森
林
整
備
第
二
課
）

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

高
い
技
術
力
を
持
ち
、
安
全
で
か
つ
優
良
な
工
事
を

施
工
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、

心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す

受賞工事 

【林野庁長官賞】 

【北海道森林管理局長賞】 

渡
辺
建
設

株
式
会
社

代
表
取
締
役

渡
辺

様

か
ら
の
受
賞
者
挨
拶

石
原
森
林
整
備
部
長
か
ら
の

審
査
委
員
長
審
査
報
告

新島局長からの主催者挨拶 

部門 署　名 工　事　名 会社名

治山 日高北部森林管理署 蜜石
みついし

の沢治山工事 株式会社五十嵐工業

治山 上川中部森林管理署 十勝岳
とかち だけ

その２治山工事 新谷建設株式会社

治山 西紋別支署 紋別
もんべつ

海岸施設災害復旧工事 興和建設株式会社

治山 渡島森林管理署 森
も り

姫川
ひめかわ

地区（下流域
かりゅういき

）治山工事 渡辺建設株式会社

林道 石狩森林管理署 金山
かなやま

林道外改良工事 株式会社五十嵐工業

林道 北空知支署 石油
せ き ゆ

沢
ざわ

林道改良工事 株式会社野田組

林道 網走中部森林管理署 鉱山
こうざん

の沢林道災害復旧工事 興和建設株式会社

林道 十勝西部森林管理署 ２０８５林班線林道（林業専用道）新設工事 徳井建設工業株式会社

林道 根釧西部森林管理署 南
みなみおもないやま

重内山林道（林業専用道）新設工事 東星渡部建設株式会社

林道 渡島森林管理署 上
かみ

国縫
くんぬい

川
がわ

林道（林業専用道）新設工事 田島緑地前川コルポラッション株式会社

部門 署　名 工　事　名 会社名

治山 胆振東部森林管理署 飛
とび

生川
う が わ

治山工事 岩倉建設株式会社

治山 宗谷森林管理署 ウロンナイ川治山工事 株式会社飯島組

治山 網走中部森林管理署 仁
にくらがわ

倉川治山工事その２ 佐藤林業株式会社

治山 十勝西部森林管理署 カジヤの沢（１１４４林班）治山工事 栗林建設株式会社

林道 空知森林管理署 前田の沢循環林道（林業専用道）新設工事 北宝建設株式会社

林道 北空知支署 上沼
かみぬま

牛
う し

１号支線林道（林業専用道）新設工事 株式会社廣野組

林道 網走西部森林管理署 上
かみ

武利
む り

林道ソケッピラ線（林業専用道）新設工事 株式会社渡辺組

２



【
工
事
名
】

森
姫
川
地
区
（
下
流
域
）
治
山

工
事

【
工
事
概
要
】

本
流
の
国
有
林
境
界
直
下

に
は
「
姫
川
頭
首
工
」
が
配

備
さ
れ
て
お
り
、
地
域
住
民

の
利
水
施
設
と
し
て
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
施
設
を
念
頭
に
置

い
た
治
山
対
策
を
行
っ
た
工

事
で
す
。

バ
ッ
ク
モ
ニ
タ
ー
付
バ
ッ

ク
ホ
ウ
を
使
用
し
て
後
方
視

界
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り

誘
導
員
の
負
担
軽
減
お
よ
び

安
全
面
へ
配
慮
し
、
出
来

形
・
品
質
と
も
に
良
好
に
施

工
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
が

高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

【
工
事
名
】

２
０
８
５
林
班
線
林
道
（
林

業
専
用
道
）
新
設
工
事

【
工
事
概
要
】

バ
ッ
ク
ホ
ウ
の
バ
ケ
ッ
ト

を
羽
根
付
き
加
工
す
る
こ
と

に
よ
り
切
土
法
面
の
作
業
効

率
の
向
上
を
図
り
、
か
つ
、

バ
ッ
ク
モ
ニ
タ
ー
付
バ
ッ

ク
ホ
ウ
を
使
用
し
て
後
方
視

界
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り

誘
導
員
の
負
担
軽
減
お
よ
び

安
全
面
へ
の
配
慮
も
し
て
お

り
、
重
機
作
業
に
お
い
て
も
環

境
対
策
型
生
分
解
性
潤
滑
剤

を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
環

境
配
慮
が
さ
れ
て
い
た
こ
と

な
ど
が
高
い
評
価
を
受
け
ま

し
た
。

林
野
庁
長
官
賞
受
賞
工
事

７
件
の
う
ち
、
治
山
の
部
で

２
件
、
林
道
の
部
で
２
件
に

お
い
て
、
工
程
管
理
・
品
質

管
理
な
ど
各
段
階
で
高
い
技

術
力
と
管
理
能
力
が
発
揮
さ

れ
た
も
の
と
認
め
、
特
に
施

工
管
理
が
優
れ
て
い
る
と
し

て
授
与
し
ま
し
た
。

今
後
も
技
術
の
研
鑽
に
努
め

ら
れ
、
品
質
の
高
い
施
工
に

努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

主
な
受
賞
工
事

北
海
道
森
林
管
理
局
長
賞

治
山
工
事

林
道
工
事

受賞者のみなさん 

主
任(
監
理)

技
術
者

現
場
代
理
人

人工林にアクセス 

しやすい林業専用道 

流路工を併用した 

木製校倉式床固工 

【北海道森林管理局長賞 監督職員表彰】 

【北海道森林管理局長賞 主任（監理）技術者・現場代理人表彰】 

部門 署　名 工　事　名

治山 宗谷森林管理署 ウロンナイ川治山工事 株式会社飯島組 三浦　和也

治山 網走中部森林管理署 仁
にくらがわ

倉川治山工事その２ 佐藤林業株式会社 高田　峰人

林道 北空知支署 上沼
かみぬま

牛
う し

１号支線林道（林業専用道）新設工事 株式会社廣野組 山本　健二

林道 網走西部森林管理署 上
かみ

武利
む り

林道ソケッピラ線（林業専用道）新設工事 株式会社渡辺組 水野　靖裕

林道 網走西部森林管理署 上
かみ

武利
む り

林道ソケッピラ線（林業専用道）新設工事 株式会社渡辺組 甲田　尚宏

受賞者

部門 署　名 工　事　名

治山 胆振東部森林管理署 飛
とび

生川
う が わ

治山工事 農林水産技官 小川　洋平

治山 宗谷森林管理署 ウロンナイ川治山工事 農林水産技官 出野　伸明

治山 網走中部森林管理署 仁
にくらがわ

倉川治山工事その２ 農林水産技官 上原　徳貴

治山 十勝西部森林管理署 カジヤの沢（１１４４林班）治山工事 農林水産技官 桐山　博行

林道 空知森林管理署 前田の沢循環林道（林業専用道）新設工事 農林水産技官 青砥　一貴

林道 北空知支署 上沼
かみぬま

牛
う し

１号支線林道（林業専用道）新設工事 農林水産技官 松藤　信人

林道 網走西部森林管理署 上
かみ

武利
む り

林道ソケッピラ線（林業専用道）新設工事 農林水産技官 鈴木　啓之

受賞者

３



 

 

当
署
は
、
胆
振
地
方
の
一
市

二
町
に
わ
た
る
国
有
林
63
千
ヘ

ク
タ
ー
ル
を
管
理
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
こ
の
う
ち
、
む
か

わ
町
に
お
け
る
民
有
林
と
連
携

し
た
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。 

新
む
か
わ
町
は
太
平
洋
に
注
ぐ

一
級
河
川
「
鵡
川
」
の
中
下
流

に
位
置
し
、
「
し
し
ゃ
も
の
町
」

と
し
て
名
を
知
ら
れ
て
お
り
、

昨
年
は
ハ
ド
ロ
サ
ウ
ル
ス
科
の

恐
竜
化
石
（
む
か
わ
竜
）
の
発

掘
で
も
話
題
と
な
っ
た
地
で

す
。
森
林
は
、
町
面
積
の
お
よ

そ
８
割
を
占
め
、
水
資
源
の
確

保
、
漁
場
環
境
の
保
全
、
雇
用

の
場
の
創
出
、
災
害
の
防
止
な

ど
様
々
な
形
で
、
地
域
の
発
展

に
寄
与
し
て
い
ま
す
。 

   

こ
う
し
た
中
、
む
か
わ
町
、

北
海
道
胆
振
総
合
振
興
局
、
当

署
の
三
者
が
連
携
し
て
、
①
流

域
が
一
体
と
な
っ
た
森
林
の
整

備
・
管
理
、
②
森
林
資
源
の
循

環
利
用
、
③
木
育
の
推
進
の
３

点
に
つ
い
て
、
地
域
の
振
興
・

再
生
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
平
成
28
年
３
月
に
「
む

か
わ
町
に
お
け
る
地
域
主
体
の

一
体
的
な
森
林
づ
く
り
」
の
協

定
を
締
結
し
、
鵡
川
流
域
が
一

体
と
な
っ
た
循
環
型
の
森
林
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。 

       

こ
の
う
ち
「
流
域
が
一
体
と

な
っ
た
森
林
の
整
備
・
管
理
」

の
取
組
で
は
、
む
か
わ
町
に
お

い
て
も
エ
ゾ
シ
カ
の
被
害
は
深

刻
で
、
平
成
28

年
の
農
業
被
害

額
は
お
よ
そ
98

百
万
円
に
及
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
被
害

防
止
対
策
と
し
て
当
署
が
林
道

の
除
雪
と
餌
撒
き
を
行
い
、
町

で
は
捕
獲
と
そ
の
後
の
回
収
・

処
分
を
行
う
こ
と
と
し
て
お

り
、
そ
の
効
果
が
期
待
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

次
に
、
「
森
林
資
源
の
循
環

利
用
」
の
取
組
と
し
て
は
、
三

者
に
よ
る
立
木
の
シ
ス
テ
ム
販

売
の
取
組
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
、
む
か
わ
町

と
当
署
で
設
定
し
た
共
同
施
業

団
地
内
外
で
、
民
有
林
と
国
有

林
が
共
同
で
立
木
の
販
売
（
民

有
林
４
５
０
立
方
メ
ー
ト
ル
、

国
有
林
２
，
０
６
３
立
方
メ
ー

ト
ル
）
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ

の
結
果
に
つ
い
て
、
三
者
で
現

地
検
討
会
を
開
催
し
、
意
見
交

換
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
同
じ
流

域
の
中
に
伐
採
量
の
ま
と
ま
り

が
で
き
、
同
一
の
路
網
を
使
用

し
、
土
場
を
一
部
共
同
利
用
し

た
こ
と
に
よ
り
、
経
費
の
削
減

が
可
能
と
な
る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、

今
後
は
北
海
道
胆
振
総
合
振
興

局
（
道
有
林
）
も
含
め
て
の
立

木
販
売
に
取
り
組
む
こ
と
を
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

          

「
木
育
の
推
進
」
の
取
組
と

し
て
は
、
山
の
日
が
制
定
さ
れ

た
こ
と
を
記
念
し
て
、
８
月
11

日
の
山
の
日
に
木
育
イ
ベ
ン
ト

「
森
林
に
親
し
も
う
！
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
町
内
の
子
供
た

ち
と
、
町
有
林
で
枝
打
ち
体
験

を
行
っ
た
後
、
丸
太
切
り
体
験

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
穂
別

の
街
路
樹
に
使
わ
れ
て
い
る
メ

タ
セ
コ
イ
ヤ
を
使
い
、
キ
ー
ホ

ル
ダ
ー
や
髪
留
め
づ
く
り
を
行

い
、
大
変
好
評
を
得
た
と
こ
ろ

で
す
。 

   

 

こ
の
よ
う
に
協
定
に
基
づ
く

取
組
は
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、

一
度
に
全
て
の
項
目
に
対
し
て

取
り
組
む
こ
と
は
困
難
で
す

が
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
確
実
に
実

績
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
に

よ
り
、
今
後
も
地
域
の
振
興
・

再
生
に
微
力
な
が
ら
も
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。 

は
じ
め
に 

三
者
に
よ
る 

森
林
づ
く
り
協
定 

今
後
の
取
組 

共同施業団地内での現地検討会 

森林に親しもう！ 

（キーホルダー製作） 

協定を結んだ三者共同の山火事消火訓練 

（３名とも今年度の新規採用者） 



糠
平
森
林
事
務
所
は
大
雪
山
国

立
公
園
に
位
置
し
、
約
２
万
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
国
有
林
野
を
管
理
し
て

い
ま
す
。
隣
接
す
る
三
股
森
林
事

務
所
の
森
林
官
と
も
連
携
し
合
っ

て
、
計
４
名
で
日
々
の
業
務
に
当

た
っ
て
い
ま
す
。 

当
森
林
事
務
所
が
所
在
す
る
上

士
幌
町
ぬ
か
び
ら
源
泉
郷
は
、
来

年
の
四
月
で
開
湯
百
周
年
を
迎
え

る
伝
統
あ
る
温
泉
地
で
す
。
ま
た
、

キ
ャ
ン
プ
場
や
ス
キ
ー
場
、
北
海

道
遺
産
で
あ
る
タ
ウ
シ
ュ
ベ
ツ
橋

梁
な
ど
多
く
の
観
光
資
源
を
有
し

て
い
ま
す
。 

 

キ
ャ
ン
プ
場
や
ス
キ
ー
場
と
し

て
国
有
林
を
貸
付
し
て
お
り
、
各

種
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

ウ
ぺ
ぺ
サ
ン
ケ
山
は
、
例
年
登

山
者
で
賑
わ
い
ま
す
が
、
平
成
２８

年
の
台
風
被
害
に
よ
り
、
現
在
は 

登
山
道
に
通
じ
る
林
道
を
閉
鎖
し

て
い
ま
す
。 

タ
ウ
シ
ュ
ベ
ツ
橋
梁
に
通
じ
る

林
道
は
、通
常
は
施
錠
し
て
お
り
、

通
行
さ
れ
る
方
に
は
、
東
大
雪
支

署
に
て
鍵
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。
貸
し
出
す
数
に
制
限
を

設
け
て
い
ま
す
が
、
安
全
管
理
の

た
め
で
す
の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。 

 

森
林
の
中
で
各
種
調
査
や
森
林

の
見
回
り
な
ど
を
行
い
ま
す
。 

調
査
に
は
木
の
種
類
や
直
径
・

高
さ
を
記
録
し
、
森
林
蓄
積
を
算

出
し
た
り
、
自
然
災
害
に
よ
る
森

林
の
被
害
状
況
を
把
握
す
る
な
ど
、

様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
木
の

直
径
を
測
る
輪
尺
、
枝
や
藪
を
切

り
払
う
ナ
タ
や
ノ
コ
な
ど
、
調
査

で
は
山
の
現
場
ら
し
い
道
具
が
多

く
登
場
し
ま
す
。 

森
林
の
見
回
り
は
常
に
行
っ
て

お
り
、
森
林
の
現
状
把
握
や
異
常

の
発
見
に
努
め
て
い
ま
す
。
貴
重

な
野
生
動
植
物
と
の
出
会
い
も
さ

さ
や
か
な
楽
し
み
で
す
。 

森
林
内
で
の
仕
事
は
、
刃
物
使

用
に
よ
る
怪
我
、
ハ
チ
や
ヒ
グ
マ

と
の
遭
遇
な
ど
、
多
く
の
危
険
が

伴
う
た
め
、
毎
朝
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
行
い
、
一
日
の
業
務
の
流
れ
と

安
全
事
項
を
確
認
し
て
か
ら
出
発

し
ま
す
。
ま
た
、
単
独
で
の
作
業

は
行
わ
な
い
よ
う
徹
底
し
て
い
ま

す
。 糠

平
小
学
校
で
行
う
森
林
教
室

で
は
、
森
林
の
魅
力
を
伝
え
る
と

と
も
に
、
私
た
ち
も
子
供
た
ち
か

ら
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
他
、
地
元
の
方
か
ら
の
要
望
や

相
談
に
対
応
す
る
な
ど
、
地
域
と

の
か
か
わ
り
を
特
に
大
切
に
し
て

い
ま
す
。 

平
成
２８
年
の
台
風
に
よ
り
、
管

内
の
森
林
に
お
い
て
も
大
き
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
今
後
も
地
域

の
皆
さ
ん
の
声
を
聴
き
な
が
ら
、

で
き
る
限
り
早
期
の
復
旧
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
利
用
の
高
ま
り
を
受
け
た

未
利
用
材
の
活
用
な
ど
、
新
た
な

取
組
に
も
積
極
的
に
挑
戦
し
て
い

き
ま
す
。 

私
た
ち
の
仕
事
は
森
林
を
歩
き
、

森
林
を
知
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
今
後
も
仲
間
と
協
力
し
合
い
、

森
林
へ
の
知
識
と
愛
着
を
深
め
な

が
ら
、
適
切
な
森
林
管
理
に
努
め

て
い
き
ま
す
。 

十勝西部森林管理署 東大雪支署 

糠平森林事務所 

首席森林官 柴田 誠 

左端が本人 

○

豊
富
な
観
光
資
源

○

管
内
国
有
林
の
情
報

○

森
林
の
中
で
の
仕
事

○

地
域
と
の
か
か
わ
り

○

お
わ
り
に

スキー場から望む糠平湖

輪尺で直径を測る

こ ん に ち は 森 林 官 です! 

冬：調査地へ向かう

夏：調査地へ向かう 糠平小学校での森林教室
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森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ

ー
で
は
、
森
林
・
林
業
の
技

術
開
発
に
取
組
む
と
共
に
、

そ
の
成
果
の
普
及
や
民
有
林

支
援
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。平

成
29
年
度
に
外
部
機
関

等
の
方
々
の
ご
要
望
を
受
け

入
れ
て
実
施
し
た
い
く
つ
か

の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

他
機
関
へ
の
支
援

①
占
冠
村
人
材
育
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
占
冠
村
）

占
冠
村
が
平
成
28
年
度
か

ら
進
め
て
い
る
林
業
６
次
産

業
化
事
業
の
人
材
育
成
研
修

の
一
環
と
し
て
、
当
セ
ン
タ

ー
の
技
術
開
発
成
果
の
１
つ

で
あ
る
「
北
海
道
型
作
業
シ

ス
テ
ム
」
（
※
１
）
に
つ
い
て

学
習
し
た
い
と
の
依
頼
を
受

け
、
自
治
体
職
員
ほ
か
事
業

体
等
12
名
を
対
象
に
講
座
を

担
当
し
ま
し
た
。

受
講
者
の
職
種
や
年
齢
層

が
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い

た
た
め
、
講
座
で
は
素
材
生

産
に
お
け
る
「
作
業
シ
ス
テ

ム
と
は
何
か
」
と
い
う
基
礎

か
ら
導
入
し
、
路
網
配
置
に

よ
る
高
効
率
・
低
コ
ス
ト
作

業
の
実
例
を
説
明
し
ま
し
た
。

②
森
林
・
林
業
技
術
、
労
働
安

全
研
修
会
（
旭
川
市
）

旭
川
地
方
森
林
整
備
事
業

協
同
組
合
の
主
催
す
る
C

P

D
・
技
術
者
継
続
教
育
認
定

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
平
成
29
年
度

森
林
・
林
業
技
術
並
び
に
林

業
労
働
安
全
研
修
会
」
で
、

事
業
体
の
方
々
50
名
を
対
象

に
「
低
コ
ス
ト
林
業
へ
の
挑

戦
～
技
術
開
発
の
視
点
か
ら

～
」
と
題
し
、
当
セ
ン
タ
ー

の
技
術
開
発
の
各
種
取
組
内

容
と
、
林
業
事
業
体
へ
の
期

待
等
に
つ
い
て
講
義
し
ま
し

た
。

③
コ
ン
テ
ナ
苗
現
地
研
修
会

（
木
古
内
町
）

渡
島
総
合
振
興
局
東
部
森

林
室
、
檜
山
森
林
管
理
署
等

の
主
催
の
コ
ン
テ
ナ
苗
植
栽

現
地
研
修
会
に
お
い
て
、
林

業
事
業
体
等
４０
名
を
対
象
に
、

「
コ
ン
テ
ナ
苗
の
効
果
の
検

証
」
（
※
３
）
に
つ
い
て
情
報

提
供
を
行
い
ま
し
た
。

④
木
質
バ
イ
オ
集
荷
・
効
率
化

及
び
低
コ
ス
ト
造
林
現
地
検

討
会
（
南
富
良
野
町
）

上
川
南
部
署
に
よ
る
各
種

作
業
効
率
化
の
取
組
現
地
検

討
会
に
お
い
て
、
事
業
体
等

１２０

名
を
対
象
に
「
低
コ
ス
ト

再
造
林
～
天
然
更
新
活
用
型

作
業
方
法
」
（
※
３
）
を
当
該

試
験
地
に
て
説
明
し
ま
し
た
。

試
験
地
視
察
受
入
れ

当
セ
ン
タ
ー
の
「
天
然
林

樹
種
多
様
化
更
新
」
（
※
４
）

試
験
地
に
、
上
川
総
合
振
興

局
南
部
森
林
室
の
方
々
が
視

察
に
訪
れ
ま
し
た
。
試
験
地

内
を
歩
き
な
が
ら
、
更
新
補

助
作
業
方
法
や
条
件
の
違
い

に
よ
る
稚
樹
の
更
新
・
植
生

回
復
状
況
の
違
い
を
観
察
し

て
頂
き
ま
し
た
。

南
部
森
林
室
で
は
、
天
然

林
資
源
を
育
成
す
る
た
め
当

試
験
地
の
成
果
を
、
今
後
の

森
林
づ
く
り
の
参
考
に
し
た

い
と
の
こ
と
で
し
た
。

◇

◆

◇

◆

◇

◆

以
上
、
今
年
度
の
普
及
・

支
援
業
務
の
一
端
を
紹
介
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今
後
も

で
き
る
限
り
皆
様
か
ら
の
ご

要
望
等
に
お
応
え
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
稿
の
技
術
開
発
課
題
名

※
１

「
北
海
道
型
作
業
シ
ス
テ

ム
を
踏
ま
え
た
路
網
作
設
に
伴

う
林
業
生
産
コ
ス
ト
低
減
の
検

証
」

※
２

「
北
海
道
国
有
林
に
お
け

る
コ
ン
テ
ナ
苗
の
効
果
の
検
証
」

※
３

「
北
海
道
に
お
け
る
低
コ

ス
ト
再
造
林
を
目
指
し
た
天
然

更
新
活
用
型
作
業
方
法
と
そ
の

効
果
の
検
証
」

※
４

「
天
然
林
で
の
樹
種
の
多

様
化
を
図
る
更
新
方
法
の
開
発
」

各
課
題
の
内
容
は
、
当
セ
ン
タ
ー

HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

森林技術・支援センター 

現地案内の様子

講義の様子

http://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/gizyutu_c/index.html森林技術・支援センターの HP
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森林整備部長の
開会挨拶 

 

２
月
24
日
、
北
海
道
森
林
管
理

局
大
会
議
室
に
お
い
て
、
平
成
29

年
度
の
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議

を
開
催
し
ま
し
た
。 

北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、
国

民
の
意
見
・
要
望
を
把
握
し
て
開

か
れ
た
「
国
民
の
森
林
」
と
し
て

国
有
林
野
の
管
理
・
経
営
を
行
う

た
め
、
２
年
間
を
任
期
と
す
る
国

有
林
モ
ニ
タ
ー
を
、
公
募
に
よ
り

全
道
各
地
の
48
名
の
方
に
お
願

い
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
た
び
、
今
期
の
モ
ニ
タ
ー

活
動
の
締
め
く
く
り
と
な
る
国

有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
を
開
催
し
、

各
地
か
ら
モ
ニ
タ
ー
19
名
に
参

加
い
た
だ
き
、
北
海
道
森
林
管
理

局
や
北
海
道
の
国
有
林
な
ど
に

対
す
る
ご
意
見
・
要
望
な
ど
を
そ

れ
ぞ
れ
発
言
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

主
な
意
見
・
要
望
と
し
て
、「
国

有
林
モ
ニ
タ
ー
を
体
験
し
て
、
森

林
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
森

林
資
源
な
ど
に
つ
い
て
興
味
を

持
っ
た
」
、
「
現
場
を
見
て
重
要

な
仕
事
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
が
、
人
手
不
足
な
感
じ
が
す

る
」
、
「
高
校
生
の
こ
ど
も
た
ち

に
、
森
林
や
林
業
の
こ
れ
か
ら
の

話
を
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
い
っ

た
ご
意
見
や
「
企
業
の
森
林
づ
く

り
な
ど
が
行
わ
れ
て
お
り
、
も
っ

と
企
業
の
力
を
利
用
し
て
は
ど

う
か
」
、
「
こ
ど
も
向
け
の
企
画

が
あ
っ
て
も
良
い
」
、
「
モ
ニ
タ

ー
の
期
間
が
二
年
間
な
の
は
短

い
の
で
は
な
い
か
」
、
「
台
風
災

害
に
よ
る
林
道
の
不
通
に
よ
り

登
山
で
き
な
い
山
が
あ
る
が
、
登

山
と
い
う
側
面
だ
け
で
な
く
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
面
で
も
大
き
な

ロ
ス
な
の
で
行
政
が
力
を
合
わ

せ
て
対
応
し
て
欲
し
い
」
と
い
っ

た
ご
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
「
モ
ニ
タ
ー
終
了
後
も
自

分
の
や
れ
る
こ
と
は
、
協
力
し
た

い
」
、
「
現
地
見
学
会
が
心
に
残

っ
た
」
、
「
広
報
誌
を
活
用
し
て

仲
間
と
情
報
の
共
有
を
図
っ
て

い
る
」
、
「
質
問
に
対
す
る
答
え

が
丁
寧
で
わ
か
り
や
す
い
」
な
ど

の
感
謝
や
励
ま
し
の
言
葉
を
い

た
だ
き
、
担
当
者
と
し
て
励
み
に

な
り
ま
し
た
。 

 

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
機
に
森

林
・
林
業
に
つ
い
て
の
意
識
が
高

ま
っ
た
と
の
意
見
も
多
く
聞
か

れ
ま
し
た
。 

  

今
後
、
こ
れ
ら
の
ご
意
見
な
ど

を
北
海
道
森
林
管
理
局
の
業
務

運
営
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 

（
企
画
課
） 

2
月
22
日
に
定
山
渓
中
学
校

に
お
い
て
森
づ
く
り
等
に
関
す

る
知
識
や
技
術
の
情
報
交
換
を

目
的
と
し
て
森
づ
く
り
活
動
発

表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

2
団
体
の
法
人
等
か
ら
の
発
表

と
定
山
渓
中
学
校
か
ら
2
課
題

の
森
づ
く
り
活
動
に
つ
い
て
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。 

開
会
に
あ
た
り
主
催
者
代
表

と
し
て
石
原
森
林
整
備
部
長
か

ら
挨
拶
が
あ
り
、
水
源
の
森
を
活

動
地
と
し
て
、
定
山
渓
中
学
校
の

生
徒
の
み
な
さ
ん
が
、
色
々
な
視

点
か
ら
観
察
、
調
査
、
森
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
、
ま
た
、

先
日
の
「
平
成
29
年
度
北
の
国
・

森
林
づ
く
り
技
術
交
流
発
表
会
」

に
お
い
て
、
定
山
渓
中
学
校
の
森

づ
く
り
活
動
や
森
林
保
全
活
動

等
に
つ
い
て
、
生
徒
が
大
人
顔
負

け
の
発
表
を
し
「
奨
励
賞
」
を
受

賞
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
し
た
。 

参
加
団
体
か
ら
の
活
動
報
告

終
了
後
の
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
「
も
り
を
観
察
、
学

ぶ
、
育
て
る
」
と
題
し
て
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。 

 

中
学
生
の
自
然
や
森
林
に
対

す
る
取
り
組
み
、
札
幌
水
源
林
整

備
事
務
所
の
造
成
事
業
の
面
積

の
大
き
さ
、
自
然
の
村
の
楽
し
そ

う
な
森
林
学
習
・
体
験
等
に
つ
い

て
活
発
な
意
見
が
だ
さ
れ
ま
し

た
。 

29

み
な
さ
ん
の
声
を
森
林
づ
く
り
に

平
成

年
度

 

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議

新島局長の挨拶 

国有林モニターの意見交換 

パネルディスカッションの様子 

各

地

か

ら

の

便

り

定
山
渓

 

地
域
の
森
か
ら
学
ぶ
森
林
づ
く
り

「
森
づ
く
り
活
動
発
表
会
」
を
開
催

（
石
狩
地
域
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
）
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首席森林官から森林管理署の
仕事について説明 

輪尺を使った樹木の直径の測り方の説明 

平
成
30
年
２
月
20
日
、
遠
別

町
立
遠
別
小
学
校
の
３
年
生
を

対
象
に
遠
別
町
富
士
見
ヶ
丘
公

園
で
森
林
教
室
を
開
催
し
ま
し

た
。
遠
別
森
林
事
務
所
の
髙
橋
首

席
森
林
官
か
ら
「
森
林
管
理
署
の

仕
事
」
に
つ
い
て
話
し
た
後
、
公

園
内
を
歩
い
た
り
、
輪
尺
を
使
っ

て
樹
木
の
胸
高
直
径
を
測
っ
た

り
し
て
、
森
林
管
理
署
の
仕
事
の

一
部
と
冬
の
自
然
を
体
験
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
林
内
で
エ
ゾ
ユ

キ
ウ
サ
ギ
の
足
跡
と
糞
を
発
見

し
、
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。 

翌
日
の
21
日
は
４
年
生
を
対

象
に
森
林
教
室
を
開
催
し
ま
し

た
。
輪
尺
を
使
っ
た
胸
高
直
径
の

測
定
と
、
樹
皮
の
写
真
か
ら
樹
種

を
当
て
る
樹
種
判
別
ゲ
ー
ム
を

行
い
ま
し
た
。
児
童
は
、
写
真
と

実
際
に
見
比
べ
る
樹
木
は
、
同
じ

樹
種
で
も
樹
皮
の
模
様
に
違
い

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
と
て
も
悩
ん

で
い
ま
し
た
。 

終
わ
り
に
、
髙
橋
首
席
森
林
官

か
ら
「
将
来
、
自
然
や
森
林
を
守

る
仕
事
に
興
味
を
持
ち
、
こ
の
中

か
ら
一
人
で
も
森
林
管
理
署
で

働
き
た
い
と
思
っ
て
く
れ
る
人

が
出
て
く
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
児
童

か
ら
は
「
木
の
太
さ
を
測
っ
た
り
、

木
の
名
前
を
教
え
て
も
ら
っ
て

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」
と
の

お
礼
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。 

平
成
30
年
２
月
26
日
、
森
林

環
境
教
育
を
実
施
し
ま
し
た
。
午

前
中
は
濁
川
小
学
校
に
て
３
年

生
か
ら
６
年
生
を
対
象
に
、
午
後

か
ら
は
滝
上
小
学
校
に
て
６
年

生
を
対
象
に
行
い
ま
し
た
。
こ
の

森
林
環
境
教
育
は
、
滝
上
町
・
滝

上
町
森
林
組
合
・
滝
上
林
業
協
同

組
合
と
当
支
署
で
構
成
す
る
「
滝

上
み
ど
り
の
森
林(

も
り)

推
進
協

議
会
」
が
実
施
し
て
い
ま
す
。 

●
濁
川
小
学
校

滝
上
町
役
場
林
政
課
小
野
主

事
か
ら
、
森
林
の
役
割
や
滝
上
町

の
林
業
の
歴
史
な
ど
に
つ
い
て

説
明
が
あ
っ
た
あ
と
、
森
林
・
林

業
ク
イ
ズ
を
行
い
ま
し
た
。
ク
イ

ズ
は
、
こ
れ
ま
で
の
各
フ
ィ
ー
ル

ド
で
の
体
験
学
習
や
間
伐
現
場

の
見
学
な
ど
か
ら
ス
ラ
イ
ド
を

使
っ
て
出
題
し
ま
し
た
。 

児
童
達
か
ら
「
ク
イ
ズ
が
面
白

く
て
、
楽
し
く
学
べ
て
良
か
っ
た
」

と
い
っ
た
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。 

●
滝
上
小
学
校

濁
川
小
学
校
と
同
じ
よ
う
に
、

小
野
主
事
か
ら
説
明
の
あ
と
、
森

林
・
林
業
ク
イ
ズ
を
行
い
ま
し
た
。

半
数
以
上
の
児
童
が
15
問
中
10

問
以
上
正
解
し
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
学
習
内
容
が
身
に
付

い
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

一
年
を
通
じ
た
森
林
環
境
教

育
の
取
組
で
、
森
林
や
林
業
の
お

も
し
ろ
さ
が
子
ど
も
た
ち
に
伝

わ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。 

宗
谷
森
林
管
理
署
は
、
2
月

日

か
ら
新
庁
舎
で
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。
新
庁
舎
は
、
木
造
軸
組
構
法
２

階
建
て
で
、
柱
・
梁
等
の
構
造
材
に

は
ト
ド
マ
ツ
、
内
装
材
・
建
具
等 

に
は
ナ
ラ
、
カ
ン
バ
な
ど
を
使
用
し
、

木
の
良
さ
を
十
分
に
生
か
し
た
造
り 

と
な
っ
て
い
ま
す 

移
転
先 

稚
内
市
港
4
丁
目 

6
番
6
号 

℡
（
０
１
６
２
） 

２
３
｜
３
６
１
７ 

クイズ「冬になると葉を落とすのは
どちらでしょう？ 」 

クイズに答える児童たち

森
林
環
境
教
室
を
開
催

（
西
紋
別
支
署
）
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宗
谷
森
林
管
理
署
が 

新
庁
舎
へ
移
転
！ 

冬
の
森
林
教
室

（
留
萌
北
部
森
林
管
理
署
）

新庁舎 前景 

も り 
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